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ＳＲ型 Nシリーズ ベアリングヒーター 

 

 

 

本書ではベアリングヒーターの準備や基本的な使い方を説明しています。 

詳しい内容については必ず取扱説明書をご参照ください。 

各部の名称                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加熱の準備                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ユーザーガイド 

温度センサコンセント 操作パネル ＊付属品 

I型コア（３本） 

温度センサ 

１．折りたたみ式コアカバーを開き、
本体にベアリングを乗せます。 

小径用プレート 

付属品収納箱 

＊外径 60mmφ以下のベアリングを加
熱する場合は、小径用プレートを
コアガイドカバーに置き、その上
にベアリングを乗せてください。 

   

折りたたみ式 
コアカバー 

２．ベアリング内径部を貫通させ、 
I型コアを設置します。 

＊I型コアの研磨面と本体コアの 
研磨面が接するようにしてください。 

＊断面積の大きな I 型コアほど加熱能力が
上がります。 

＊本体コアの研磨面にグリースを十分 
塗布してください。不足すると騒音、 
振動の原因になります。 

   

SR型 Nシリーズ ベアリングヒーター 

101SRN 151SRN 
201SRN 202SRN 



加熱する                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．温度センサをセンサコンセントに
接続し、検出端をベアリング内輪
の上に設置します。 

  ＊温度センサコンセントの 
「＋」と「-」にご注意ください 

内輪 

３．温度設定ボリューム 
で加熱温度を設定 
します。 

４．STARTスイッチ 
を押して加熱を 
開始します。 

   

５．設定温度まで到
達すると、自動
で保温動作に移
行し、ブザーが
鳴ります。 

   

６．STOP スイッチを押す
と保温動作を終了
し、自動で脱磁を行
い停止します。 

  

７．I型コアとベアリング
を取り外します。 

  ＊ベアリングは高温に 
なっていますので手袋 
を着用してください。 

＊温度センサ拡大図 

［操作パネル］ 

２．電源ケーブルを接続します。 
   

101SRN・151SRN・201SRN：電源ケーブルのプラグをコンセントに挿入してください。 
202SRN：電源ケーブルの端子を電源部へ接続してください。   
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